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は
じ
め
に

総
務
省
は
、
昨
年
７
月
、「
大
阪
市
の
時
間
内
組
合
活
動
問
題
」
を
契

機
に
「
職
員
団
体
に
係
る
職
務
専
念
義
務
の
免
除
等
に
関
す
る
調
査
」
を

行
い
、
そ
の
後
労
働
組
合
に
関
わ
る
同
様
な
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
調
査

を
踏
ま
え
て
総
務
省
は
今
年
１
月
１８
日
に
「
職
員
団
体
の
活
動
に
係
る
職

務
専
念
義
務
の
免
除
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
を
出
し
た
。
今
年
度
に
つ

い
て
も
７
月
３１
日
付
で
同
様
な
調
査
を
行
う
と
し
て
照
会
文
書
を
、
各
都

道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
に
出
し
た
。
年
明
け
の
１
月
か
２
月
に
は
調

査
結
果
が
公
表
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
国
の
動
き
と
並
行
し
て
各
自
治
体
に
お
い
て
は
時
間
内
組
合

活
動
の
見
直
し
が
次
々
と
行
わ
れ
て
き
た
。
１１
月
２３
日
に
、
都
と
都
庁
職

と
の
交
渉
で
一
定
の
経
過
措
置
を
設
け
た
う
え
で
総
務
省
が
通
知
し
て
い

る
「
条
例
準
則
通
り
」
と
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
区
長
会
は
１１
月
２１
日
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
協
議
期

限
を
１２
月
末
と
延
長
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
事
務
折
衝
を
中
心
に
進
め
て

き
た
が
、
協
議
期
限
が
迫
る
な
か
、
本
日
の
「
統
一
交
渉
に
係
わ
る
時
間

内
組
合
活
動
の
見
直
し
」（
第
４
回
）
団
体
交
渉
で
最
終
提
案
が
さ
れ
た
。

１
、
区
長
会
の
最
終
提
案
に
至
る
経
過

�

２
月
２０
日
清
掃
交
渉
体
制
協
議
会
第
３
回
清
掃
勤
務
条
件
部
会
交

渉
今
年
度
か
ら
の
交
渉
体
制
ル
ー
ル
を
協
議
す
る
中
で
時
間
内
組
合

活
動
は
大
幅
な
見
直
し
を
さ
れ
た
。
し
か
し
、
区
長
会
の
認
識
は
「
時

間
内
組
合
活
動
の
範
囲
に
つ
い
て
一
言
申
し
上
げ
ま
す
と
、
今
回
の

提
案
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
更
な
る
適
正
化
に
向
け
て
、
引
き
続
き

不
断
の
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

�

５
月
１７
日
「
互
助
組
合
の
見
直
し
に
係
る
協
議
」（
第
１
回
）
団

体
交
渉

区
長
会
は
、「
今
日
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
下
で
、
職
員
の

勤
務
条
件
に
対
す
る
区
民
の
目
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
時
間
内
組
合
活
動
に
つ
い
て
は
、
清

掃
交
渉
体
制
協
議
会
の
中
で
、
昨
年
度
、
新
た
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
層
の
適
正
化
に
向
け
て
、
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
更
な
る
見
直

し
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
姿
勢
を
変
え
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

�

６
月
７
日
、
６
月
２６
日
、
８
月
９
日
処
理
委
員
会
専
門
委
員
会
交

渉３
回
の
処
理
委
員
会
専
門
委
員
会
交
渉
を
行
っ
て
き
た
が
労
使
双
方

の
主
張
は
平
行
線
で
あ
っ
た
。

�

９
月
２０
日
第
１
回
「
統
一
交
渉
に
係
わ
る
時
間
内
組
合
活
動
の
見

直
し
」
団
体
交
渉

区
長
会
か
ら
は
、「
協
議
又
は
交
渉
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
清

掃
労
組
の
機
関
運
営
に
つ
い
て
、
協
議
又
は
交
渉
と
位
置
付
け
る
取

扱
い
は
、
廃
止
し
た
い
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
認
め
て
き
た
時
間
内
組

合
活
動
を
全
て
廃
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
内
容

は
、
都
が
都
庁
職
に
対
し
て
２
月
１７
日
に
行
っ
た
提
案
と
同
じ
も
の

で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、「
こ
の
見
直
し
に
伴
う
対
応
と
し
て
、
各
特
別
区

に
お
い
て
組
合
活
動
に
係
る
無
給
職
免
又
は
組
合
休
暇
を
導
入
し
、

清
掃
労
組
の
一
定
の
機
関
運
営
に
勤
務
時
間
中
に
従
事
す
る
場
合
に

は
、
無
給
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
」
と
し
、

認
め
る
範
囲
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
に
密
接
に
関
係
す
る
機
関
運
営

の
み
（
大
会
（
年
１
回
：
１
回
８
時
間
を
限
度
）
、
中
央
委
員
会
（
年

１５
回
：
１
回
４
時
間
を
限
度
）
、
中
央
執
行
委
員
会
（
週
１
回
：
１

回
８
時
間
を
限
度
）
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
上
限
日
数
は
、
統

一
交
渉
に
係
わ
る
組
合
活
動
以
外
の
組
合
活
動
も
含
め
て
、
職
員
一

人
当
た
り
年
間
３０
日
と
の
提
案
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
施
時
期
は
、

平
成
１９
年
４
月
１
日
、
交
渉
期
限
は
平
成
１８
年
１１
月
３０
日
と
し
て
い

た
。

�

１０
月
２４
日
第
２
回
「
統
一
交
渉
に
係
わ
る
時
間
内
組
合
活
動
の
見

直
し
」
団
体
交
渉

こ
れ
ま
で
の
区
長
会
提
案
に
対
す
る
わ
が
組
合
の
反
論
に
対
す
る
反

論
が
さ
れ
た
。

�

１１
月
２１
日
第
３
回
「
統
一
交
渉
に
係
わ
る
時
間
内
組
合
活
動
の
見

直
し
」
団
体
交
渉

協
議
期
限
を
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
末
に
延
長
す
る
提
案
が
さ
れ
た
。

�

１２
月
２０
日
第
４
回
「
統
一
交
渉
に
係
わ
る
時
間
内
組
合
活
動
の
見

直
し
」
団
体
交
渉

「
統
一
交
渉
に
係
わ
る
時
間
内
組
合
活
動
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
最

終
案
）
」
を
提
案
し
た
。

２
、
最
終
提
案
に
対
す
る
判
断

今
回
の
区
長
会
の
提
案
は
、
正
当
な
組
合
活
動
に
つ
い
て
勤
務
中
に
行

う
こ
と
を
実
質
的
に
認
め
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
認
め
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
我
々
に
は
労
働
基
準
法
や
労
働
安
全
衛
生
法
な
ど
を
適

用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
本
来
的
に
労
使
交
渉
で
の
合
意
を
当
局
が
必
要
と

す
る
も
の
が
多
々
あ
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
不
当

な
提
案
で
あ
る
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
時
間
外
労
働
ひ
と
つ
と
っ
て

も
本
人
の
同
意
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
労
使
合
意
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
当
然
の
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
こ
の
間
の

団
体
交
渉
で
も
何
度
と
な
く
主
張
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
を
背
景
と
し
た
総
務
省
の
不
当
な
「
指

導
」
や
都
を
は
じ
め
と
す
る
他
団
件
の
対
応
、
各
区
議
会
の
動
き
な
ど
、

総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
で
次
々

と
改
悪
攻
撃
が
さ
れ
、
事
実
上
残
る
の
は
特
別
区
の
み
と
な
っ
た
現
在
、

一
定
の
判
断
を
す
る
べ
き
時
期
に
至
っ
て
い
る
。

わ
が
組
合
は
地
公
労
法
が
適
用
さ
れ
、
わ
が
組
合
の
合
意
な
し
に
一
方

的
に
条
例
改
悪
す
る
こ
と
自
体
は
不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
公
労
法
は
も
と
よ
り
労
働
組
合
法
が
適
用
さ
れ
る
と

は
い
え
、
現
在
の
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
の
な
か
で
公
の
場
に
お
い
て
区
民

目
の
曝
し
て
争
う
こ
と
は
得
策
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
、
極
め
て
残
念
で
あ
り
不
満
で
は
あ
る
が
妥
結
す
る
こ
と
を
判

断
す
る
。

３
、
今
後
、
対
応
す
べ
き
課
題

今
回
の
提
案
は
、
組
織
運
営
上
、
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
都
庁

職
の
場
合
に
は
、
無
給
に
な
っ
た
場
合
の
単
価
は
、
平
均
で
２
、６
０
０

円
に
上
る
と
さ
れ
て
お
り
、
年
間
３０
日
と
の
制
限
は
あ
る
も
の
の
膨
大
な

金
額
に
の
ぼ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
わ
が
組
合
に
と
っ
て

も
今
後
の
機
関
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

今
後
、
早
急
に
組
織
財
政
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
機
関
会
議
の

あ
り
方
を
含
め
た
組
織
運
営
や
財
政
運
営
に
関
わ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
早

急
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
４
月
２０
日
の
定
期
大
会
以
降
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
地
連
の
強
化
、
総
支
部
の
立
ち
上
げ
や
諮
問
機
関
の
あ
り
方
、

都
市
清
掃
労
働
組
合
協
議
会
の
あ
り
方
な
ど
、
さ
ら
に
は
退
職
者
会
の
問

題
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
検
討
を
加
え
、
早
期
に
結
論
を
出
す
こ
と
と
す

る
。

１
、
協
議
又
は
交
渉
の
範
囲

協
議
又
は
交
渉
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
清
掃
労
組
の
機
関
運
営
を
、

協
議
又
は
交
渉
と
位
置
付
け
る
取
扱
い
は
、
廃
止
す
る
。

協
議
又
は
交
渉
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
別
紙
１
の
と
お
り
と
す
る
。

２
、
組
合
活
動
に
係
る
無
給
職
免
又

は
組
合
休
暇
の
導
入

�

各
特
別
区
に
お
い
て
、
組
合
活
動
に
係
る
無
給
職
免
又
は
組
合
休

暇
を
導
入
し
、
清
掃
労
組
の
一
定
の
機
関
運
営
に
勤
務
時
間
中
に
従

事
す
る
場
合
に
は
、
無
給
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
別
紙
２
の
と
お
り
と
す
る
。

�

上
限
日
数
は
、
統
一
交
渉
に
係
わ
る
清
掃
労
組
の
組
合
活
動
以
外

の
組
合
活
動
も
含
め
て
、
職
員
一
人
当
た
り
年
間
３０
日
と
す
る
。
た

だ
し
、
平
成
１９
年
に
つ
い
て
は
、
１８
日
と
す
る
。

３
、
実
施
時
期

平
成
１９
年
６
月
１
日

２２
００
００
７７
年年
統統
一一
自自
治治
体体
選選
挙挙
・・
参参
議議
院院
選選
挙挙
をを
闘闘
うう
政政
啓啓
方方
針針

０７
年
４
月
に
行
な
わ
れ
る
統
一
自
治
体
選
挙
は
、
完
全
区
移
管
後
わ
が

組
合
が
は
じ
め
て
取
り
組
む
統
一
自
治
体
選
挙
と
な
る
。
都
知
事
選
挙
は

も
と
よ
り
、
区
長
選
挙
、
区
議
会
議
員
選
挙
は
私
た
ち
の
労
働
条
件
に
大

き
く
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
区
長
選
挙
は
私
た
ち
の
直
接

の
使
用
者
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
区
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

は
各
区
議
会
の
意
思
決
定
に
あ
た
り
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
は
非
拘
束
名
簿
式
で
行
わ
れ
、
各
党
の

当
選
者
は
名
簿
順
位
で
は
な
く
得
票
順
位
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
候
補
者
名
を
組
合
員
・
有
権
者
に
い
か
に

浸
透
さ
せ
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
第
４
回
中
央

委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
た
、
民
主
党
比
例
代
表
組
織
内
候
補
「
あ
い
は

ら

く
み
こ
」（
自
治
労
本
部
組
織
局
次
長
）
」
の
必
勝
に
む
け
、
す
べ
て

の
職
場
で
徹
底
し
た
浸
透
、
拡
大
、
定
着
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

清
掃
事
業
の
水
準
を
一
歩
た
り
と
も
後
退
さ
せ
ず
、
同
時
に
私
た
ち
の

労
働
条
件
を
守
る
闘
い
に
と
っ
て
各
区
議
会
対
策
は
極
め
て
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
本
部
・
支
部
・
総
支
部
が
十
分

な
意
思
統
一
を
行
い
、
組
織
的
な
対
応
と
対
策
を
取
る
も
の
で
あ
る
。

１
、
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

�

第
７５
回
定
期
大
会
で
承
認
さ
れ
た
運
動
方
針
「
〈
政
治
活
動
の
課

題
〉
１

政
党
と
の
関
係

�
各
級
選
挙
へ
の
対
応
は
、
従
来
の
経

緯
、
上
部
団
体
の
決
定
、
各
団
体
の
要
請
な
ど
を
受
け
、
運
動
方
針

に
照
ら
し
、
推
薦
候
補
者
を
決
定
す
る
。
独
自
に
支
持
で
き
る
候
補

者
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
し
決
定
す
る
」
に
よ
り
対
応

す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

�

た
だ
し
、
上
記
（
１
）
は
９６
年
の
第
６２
回
定
期
大
会
決
定
の
踏
襲

で
あ
る
の
で
、
区
移
管
以
降
の
今
日
的
状
況
下
で
の
区
議
会
対
策
の

重
要
性
を
踏
ま
え
推
薦
と
「
応
援
」
を
も
っ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

２
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て

�

各
区
議
会
議
員
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
各
区
政
啓
委
員
会
、
各
支

部
、
総
支
部
の
力
量
を
踏
ま
え
わ
が
組
合
の
方
針
の
枠
内
に
納
ま
る

極
力
多
く
の
区
議
会
議
員
を
推
薦
ま
た
は
「
応
援
」
す
る
こ
と
と
し
、

必
要
な
場
合
は
政
策
協
定
を
締
結
す
る
。

�

各
区
長
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
上
部
団
体
の
推
薦
を
踏
ま
え
、
わ

が
組
合
と
の
政
策
協
定
を
締
結
し
、
推
薦
ま
た
は
「
応
援
」
す
る
。

ま
た
、
各
区
政
啓
委
員
会
、
各
支
部
、
総
支
部
は
各
区
の
実
情
に
応

じ
て
各
区
職
労
の
対
応
を
見
な
が
ら
本
部
と
意
思
統
一
を
行
い
具
体

的
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
は
か
る
。

�

都
知
事
選
挙
に
つ
い
て
は
、
上
部
団
体
の
決
定
を
踏
ま
え
対
応
す

る
。

�

２３
区
以
外
の
統
一
自
治
体
選
挙
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
経
緯
を
踏

ま
え
対
応
す
る
。

３
、
政
策
協
定
に
つ
い
て

�

各
区
議
会
議
員
選
拳
候
補
者
と
の
政
策
協
定
は
各
区
の
実
情
に
合

わ
せ
各
区
政
啓
委
員
会
及
び
各
支
部
・
総
支
部
が
候
補
者
と
調
整
の

う
え
締
結
す
る
。
な
お
、
ひ
な
型
は
本
部
で
作
成
す
る
。

�

各
区
長
選
挙
候
補
者
と
の
政
策
協
定
は
本
部
で
作
成
し
本
部
及
び

各
区
政
啓
委
員
会
、
各
支
部
、
総
支
部
が
候
補
者
と
調
整
の
う
え
締

結
す
る
。

４
、
そ
の
他

�

選
挙
終
了
後
、
当
選
議
員
を
中
心
に
党
派
・
会
派
を
越
え
て
「
東

京
清
掃
議
員
懇
談
会
」
を
結
成
し
、
清
掃
事
業
に
お
け
る
政
策
研
究

活
動
及
び
懇
談
を
行
な
う
。

２２
００
００
７７
年年
統統
一一
自自
治治
体体
選選
挙挙
にに
向向
けけ
たた
第第
一一
次次
推推
薦薦
にに
つつ
いい
て

区
議
会
議
員
選
挙
推
薦
に
つ
い
て

１
、
区
議
会
議
員
選
挙
（
２
０
０
７
年
４
月
執
行
予
定
）
に
つ
い
て
、
わ

が
組
合
は
以
下
の
候
補
予
定
者
を
推
薦
者
と
す
る
。

２
、
推
薦
者
氏
名

台

東

区

岩

井

孝

吉
（
社
民
党
・
新
）

目

黒

区

戸

沢

二

郎
（
社
民
党
・
現
）

渋

谷

区

あ
し
ざ
わ
一
明
（
民
主
党
・
現
）

大

田

区

つ

の

圭

子
（
民
主
党
・
現
）

大

田

区

小
笠
原

春
美
（
無
所
属
・
新
）

世
田
谷
区

羽

田

圭

二
（
社
民
党
・
現
）

中

野

区

む
と
う

有
子
（
無
所
属
・
現
）

中

野

区

平

島

好

人
（
民
主
党
・
現
）

豊

島

区

山

口

菊

子
（
社
民
党
・
現
）

杉

並

区

あ
お
と

功
英
（
社
民
党
・
新
）

足

立

区

秋

山

秀

俊
（
民
主
党
・
現
）

江

東

区

中
村

ま
さ
子
（
無
所
属
・
現
）

江

東

区

前
田

か
お
る
（
無
所
属
・
新
）

千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
推
薦
に
つ
い
て

１
、
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
（
２
０
０
７
年
４
月
執
行
予
定
）
に
つ
い
て
、

わ
が
組
合
は
以
下
の
候
補
予
定
者
を
推
薦
者
と
す
る
。

２
、
推
薦
者
氏
名

市
川
市
選
挙
区

村

上

克

子
（
社
民
党
・
現
）

我
孫
子
選
挙
区

加
藤

マ
リ
子
（
社
民
党
・
現
）

流

山

選

挙

区

小

宮

清

子
（
社
民
党
・
現
）

千
葉
市
議
会
議
員
選
挙
推
薦
に
つ
い
て

１
、
千
葉
市
議
会
議
員
選
挙
（
２
０
０
７
年
４
月
執
行
予
定
）
に
つ
い
て
、

わ
が
組
合
は
以
下
の
候
補
予
定
者
を
推
薦
者
と
す
る
。

２
、
推
薦
者
氏
名

亀
井
た
く
ま
（
社
民
党
・
新
）

市
川
市
議
会
議
員
選
挙
推
薦
に
つ
い
て

１
、
市
川
市
議
会
議
員
選
挙
（
２
０
０
７
年
４
月
執
行
予
定
）
に
つ
い
て
、

わ
が
組
合
は
以
下
の
候
補
予
定
者
を
推
薦
者
と
す
る
。

２
、
推
薦
者
氏
名

か
つ
ま
た
竜
大
（
社
民
党
・
新
）

調
布
市
議
会
議
員
選
挙
推
薦
に
つ
い
て

１
、
調
布
市
議
会
議
員
選
挙
（
２
０
０
７
年
４
月
執
行
予
定
）
に
つ
い
て
、

わ
が
組
合
は
以
下
の
候
補
予
定
者
を
推
薦
者
と
す
る
。

２
、
推
薦
者
氏
名

広
瀬
み
ち
子
（
民
主
党
・
現
）

組
合
員
名
簿
に
も
と
づ
き
推
薦
協
力
の
お
願
い
や
公
選
は
が
き
が

組
合
員
宅
に
届
き
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

勤
務
時
間
中
に
無
給
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
組
合
活
動
の
範
囲

・
大
会
（
年
１
回：

１
回
８
時
間
を
限
度
）

・
中
央
委
員
会
（
年
１５
回：

１
回
４
時
間
を
限
度
）

・
中
央
執
行
委
員
会
（
週
１
回：

１
回
８
時
間
を
限
度
）

（
備
考
）

１

大
会
の
承
認
対
象
職
員

大
会
の
構
成
員
（
代
議
員
、
特
別
代
議
員
、
中
央
委
員
、
役
員
）
に
限
っ
て

承
認
す
る
。

２

代
理
出
席

中
央
委
員
会
を
除
く
機
関
運
営
に
つ
い
て
、
代
理
出
席
を
認
め
な
い
。

３

賃
金
部
及
び
教
育
宣
伝
部
の
活
動

賃
金
部
及
び
教
育
宣
伝
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
給
与
改
定
交
渉
期
に
限
定

し
て
、
週
１
回
（
１
回
４
時
間
を
限
度
）
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該

期
間
の
始
期
及
び
終
期
は
、
特
別
区
と
清
掃
労
組
と
の
間
に
設
置
す
る
処

理
委
員
会
に
お
い
て
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

４

所
定
の
時
間
数
又
は
回
数
を
超
え
て
緊
急
に
機
関
運
営
を
行
う
場
合
の
取

扱
い
所
定
の
時
間
数
又
は
回
数
を
超
え
て
緊
急
に
機
関
運
営
を
行
う
場
合

に
つ
い
て
は
、
特
別
区
と
清
掃
労
組
と
の
間
に
設
置
す
る
処
理
委
員
会
で

協
議
の
上
、
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
年
間
上
限
日
数

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

◆資料１◆

「
統
一
交
渉
に
係
わ
る
時
間

内
組
合
活
動
の
見
直
し
」
団

体
交
渉
で
の
最
終
提
案
に
対

す
る
判
断
に
つ
い
て

２
０
０
６
年
１２
月
２０
日

第
３８
回
中
央
執
行
委
員
会

勤
務
時
間
中
に
有
給
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
協
議
又
は
交
渉
の
範
囲

・
団
体
交
渉

・
小
委
員
会
交
渉

・
専
門
委
員
会
交
渉
（
処
理
委
員
会
に
お
け
る
協
議
を

含
む
。）

（
備
考
）

・
協
議
又
は
交
渉
に
つ
い
て
、
代
理
出
席
を
認
め
な
い
。

・
予
備
交
渉
に
つ
い
て
は
、
協
議
又
は
交
渉
に
付
随
す
る
も
の
と
し
て
、
必
要

最
小
限
の
時
間
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

◆資料２◆

統
一
交
渉
に
係
わ
る
時
間
内

組
合
活
動
の
見
直
し
に
つ
い

て
（
最
終
案
）

統
一
交
渉
に
係
わ
り
、
職
員
が
勤
務
時
間
中
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
東
京
清
掃
労
働
組
合
（
以
下
「
清

掃
労
組
」
と
い
う
。）
の
活
動
の
範
囲
に
つ
い
て
、

以
下
の
と
お
り
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

別
紙
１

別
紙
２

２２
００
００
６６
年年
１１２２
月月
１１５５
日日

第第
１１００
回回
中中
央央
委委
員員
会会
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